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地球の⼤部分を占める海洋には多様な⽣物が存在し、これらの⽣物の中には新たな
活⽤⽅法を持つものも多く存在する。海洋⽣物の中には⽔の浄化作⽤を持つものや、
⼆酸化炭素の吸着作⽤を持つものも存在しており、新たな海洋資源としての活⽤が
期待されている。しかしながら、海洋⽣物の多くは、陸上の⽣物に⽐べて多くのヒ
素を持つことが知られており、⼈体に使⽤するためには含有するヒ素成分の除去と
その定量が必須である。そのため、今回は海洋物質を各種の方法で洗浄し、そのサ
ンプルやその洗浄液に含まれるヒ素の含有量を誘導結合プラズマ発光分光を用いて
定量をおこなった。

実験
Experimental

海洋物質を2-プロパノール中で撹拌・加熱し、ヒ素の抽出実験をおこなった。この
サンプルについて、洗浄前試料、洗浄後試料、洗浄液について誘導結合プラズマ発
光分光法を⽤いてヒ素含有量の測定をおこなった。

結果と考察
Results and Discussion

結果としては、洗浄前試料と洗浄後試料でヒ素の含有量に大きな差は見られなかっ
た。また洗浄液に関しては検出限界以下の含有量となっており、洗浄に効果があっ
たのか評価をすることが難しかった。またサンプル粉末の採取場所によって、ヒ素
の含有量にばらつきがあることがわかった。今後は均一化した条件でサンプルを使
用できるように工夫し、洗浄方法を更に検討して実験を進めていく。
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